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　□　小規模多機能型居宅介護
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Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の概要】
 事業所は、相鉄いずみ野線「弥生台駅」から、徒歩10分程の住宅や畑地が混在す
る高台に位置している。ゆったりとした共有空間があり、車椅子の利用者でも安心
して生活できる環境となっている。各居室にトイレと洗面台を完備している。職員
は、家庭的な雰囲気の中で楽しく過ごしてもらえるよう支援している。
【事業所目標に向けた取り組み】
 事業所では「その人らしく人生を穏やかに楽しくすごしていただく」という目標
を掲げている。目標を実現するため、職員は、趣味、習慣や生活歴などからその人
らしさを探り、家事支援の充実を図り、利用者が望む姿の実現に向けたケアに取り
組んでいる。また、レクリエーション、行事や散歩の充実を図り、事業所での生活
をより楽しく過ごせるよう支援している。
【身体拘束廃止への取り組み】
　事業所では、身体拘束適正化委員会を3か月に1回開催して、マニュアルの確認
や、スピーチロック・服薬に関する事例について意見交換を行い、ケアの質の向上
に繋げている。理念の「人間尊重」に基づき、法人がマニュアルを整備し、職員
は、年2回、身体拘束廃止に関する研修を受講して理解を深めている。管理者は、
職員の言葉かけで気になった時は、確認する言葉かけにすることや、言い換えをす
るよう指導している。

少し高台にあり周りは住宅地で建物の前は広い畑になっています。静かな環境でゆっ
たりと時間が流れています。相鉄線鶴ヶ峰駅徒歩10分と比較的近距離に同法人運営の
「SOMPOケアそんぽの家GH西川島グループホーム」があるため利用者、職員間の交流
を図り、双方でサービスの質の向上に努めることが出来ます。
又、ハード面では、各居室にトイレ・洗面台が設置してあり、建物全体が広々した空
間で作られている為、広いリビングで車椅子の方もゆったりとお過ごし頂けます。 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

SOMPOケアそんぽの家GH弥生台グループホーム

如月

 事業所名

 ユニット名



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 SOMPOケアそんぽの家GH弥生台グループホーム

 ユニット名 睦月

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的に交流している

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

人間尊重の理念を元に、認知
症の疾患を有するご入居者様
の尊厳を大切に支援してい
る。

「人間尊重」を柱とした法人
の理念と行動指針は、玄関や
ユニットに掲示して周知して
いる。ミーティングで、理念
に基づくテーマを設定し、ど
うしたら実現できるかなどに
ついて意見交換している。事
業所では、理念や行動指針に
基づき「その人らしく人生を
穏やかに楽しくすごしていた
だく」という目標を掲げて、
職員に周知している。職員
は、趣味、習慣や生活歴など
からその人らしさを探り、利
用者が望む姿の実現に向けた
ケアに取り組んでいる。

感染症対策の為、直接的な交
流はほとんど行えず。運営推
進会議を書面開催するととも
に、電話連絡にて運営状況を
報告している。

町内会に加入して、回覧板で
地域の情報を収集している。
地域の複数の町内会の夏祭り
や敬老会に、利用者と職員が
参加している。月２回地域の
パンの訪問販売が来訪し、地
域住民にも利用してもらって
いる。近隣の保育園児と利用
者が、お互いに事業所と保育
園を行き来して交流してい
る。手話や、ギター演奏、フ
ラダンスのボランティアの
他、中学生の職業体験を受け
入れている。(今年度、地域交
流は新型コロナ禍で中止して
いる)



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支
援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

運営推進会議などを通じて認
知症の方の支援方法やGHでの
取り組みなど発信している

運営報告と共にホームからの
相談事、行事の紹介等をし、
アドバイスや地域の情報を提
供して頂き、サービス向上に
努めている。

運営推進会議は、2か月ごとに
利用者、自治会長、民生委
員、地域包括支援センターの
職員が出席し、開催してい
る。今年度は、利用者１名と
職員で開催し、出席者や区役
所に書面で報告している。
「地域の色々な祭りに参加し
たい」と相談したところ、出
席者から他の町内会を紹介し
てもらったことがある。

市や区のお知らせは必ずホー
ム内で回覧、配布している。
研修会・会議・講習等はなる
べく多くの職員が参加出来る
よう配慮している

区の生活支援課とは、電話で
生活保護受給者の状況に関す
る情報共有や相談をしてい
る。今年度は、マスク、消毒
液、フェイスシールドの在庫
管理などについて、市や県な
どと連絡を密に取り合い、マ
スクや消毒液を提供しても
らった。グループホーム連絡
会に参加して、行政から介護
保険改定などの情報を得てい
る。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

虐待についても研修課題と
し、入社時及び事業所定例研
修を行っている。日々のケア
の場で虐待にあたる行為や発
言がないか、意識を徹底する
ようにしている

入居希望対象者について、関
係機関と成年後見人制度や社
協のあんしん制度の紹介を
行っている。

身体拘束についても研修課題
とし意識づけを行っている。

身体拘束廃止のための指針
は、相談室に掲示している。
身体拘束廃止委員会は、3か月
に1回開催している。委員会で
は、身体拘束の有無の確認の
他、マニュアルの確認や、ス
ピーチロック・服薬に関する
事例についての意見交換を行
い、ケアの質の向上に繋げて
いる。玄関は開錠している
が、2階のユニットの出入り口
は安全のため施錠している。
外出願望の強い利用者の中に
は、介護計画で定期的な外出
支援を長期目標にしている
ケースがある。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反映させている

契約時には必ず契約書・重要
事項説明書を読み上げ、確認
をし、不明な点は一つずつ質
問に答えている。

SOMPOケア㈱のホームページ、
苦情相談窓口にて受け付けて
いる。

家族の意見・要望は、年1回の
家族会(今年度は中止)や、面
会、電話連絡、メールの他、
法人の満足度調査のアンケー
トでも把握できるようにして
いる。管理者は、家族の思い
や考えを確認し、何を心配し
ているのか、何をして欲しい
のかを把握するよう努めてい
る。家族からの「外出を増や
して欲しい」との要望には、
外出を増やすとともに、家族
に外出した情報を伝える機会
を増やした。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働け
るよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

毎月のミーティングで職員の
意見・意向を吸い上げ反映さ
せている。また、適時職員と
個別面接を行っている。

職員の意見・提案は、日々の
会話や毎月のユニットミー
ティング、個人面談などで聞
き出し、運営に反映してい
る。個人面談は、年3回の定期
的なものに加え、5分間面談を
必要に応じて個別に実施して
いる。また、法人も年3回職員
アンケートを実施し、意見や
異動の希望などを聞いてい
る。職員から「夜間に消毒す
る業務が増えたので、夜勤者
の業務を見直したらどうか」
との意見があり、夜勤者の朝
の排泄介助を早番の日勤者の
業務に変更した。

本人の資質が優れている者に
対しては社員として登用して
いる。また、人事考課制度に
より個々の能力や職務態度の
評価に努めている

新入社員研修・毎月の定例研
修・介護技術研修・資格取得
研修・リモートでの外部研修
等、研修機会を設けている。
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14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

グループホーム連絡会の会議
や研修への参加や、法人内の
他事業所で行われる研修会へ
参加し、地域の管理者、職
員、ケアマネ等と交流し、
サービスの質の向上に反映さ
せている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

見学時や事前面談時の聞き取
り及び担当ケアマネからの情
報提供などで把握に努め、相
談事を入居後も本人への聞き
取りやお話等で、ご本人の要
望・不安な事を把握・共有
し、サービス向上に繋げてい
る

見学時、面談時、入居前の事
前面談等ご家族への聞き取り
などを通じ、ご家族の希望、
困っている事、今後の期待な
どを把握し、良好な関係を築
けるように努めている

入居前後は頻繁に連絡をとり
入居者の日々のご様子を把握
し、必要なサービスは何かを
考え、提案している。医療面
では協力医、ご家族、ホーム
との連携体制をしっかり取っ
ている。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

入居者、職員、共に暮らす場
として、行事やお手伝い等は
一緒に行っている。リビング
のレイアウト等も入居者の意
見を聞き、みんなで決めてい
る

ご本人の状態把握・共有のた
めに、毎月お手紙でお知らせ
し、一緒に支えていく関係を
築いている

ご友人の方の来訪など含め、
入居後も関係維持に努めてい
る。個別対応で馴染みの場所
への外出など支援している。

入居時のアセスメントや家族
からの情報で、利用者の生活
歴や馴染みの関係を把握して
いる。友人や知人の面会時に
は、居室に案内して湯茶でも
てなしている。電話、手紙の
取次ぎや、携帯電話の利用支
援を行っている。馴染みの健
康飲料、化粧品の購入や、
ショッピングカタログの取り
寄せを支援している。趣味の
読書や園芸を継続している利
用者もいる。従来は家族と定
期的に買い物で外出していた
利用者には、職員が、衣料品
チェーンストアなどへの買い
物に付き添う個別支援も行っ
ている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討している。

同じ趣味や活動のご入居者様
を席の近くに誘導し、グルー
プ間が作れるよう、支援して
いる。又、1階と2階の利用者
が合同で昼食をとることを適
時行い入居者同士のコミュニ
ケーションを図っている。

継続的なかかわりを必要とさ
れている例はないが、退去他
機関へ転居された方へはご様
子をうかがうため連絡した
り、またご家族からの相談事
への対応など支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居時にはアセスメントをと
り、毎月のカンファレンスで
共有し、ご本人への理解を深
め支援に繋げている。又、入
居者の生活に対する希望は出
来るだけ沿うように支援して
いる。

職員は、入居前に自宅や病院
などを訪問して、利用者・家
族から暮らし方の希望や意向
を聞いている。入居後は、日
頃の会話や利用者間の会話な
どから、思いや意向の把握に
努めている。意思疎通が困難
な場合は、家族からの情報や
利用者の行動、表情から推測
し、支援に繋げている。把握
した情報は、介護記録や、
ミーティング、サービス担当
者会議で共有してケアに活か
している。
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24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成している

入居事前面談にていままでの
生活や趣味、お仕事、それま
での環境等をお聞きし、カン
ファレンス、会議等でスタッ
フ間で共有し、ケアプランに
盛り込んでいる。

一人一人の生活習慣を把握
し、毎日の申し送りで職員が
情報共有している。また、気
付きをカンファレンス等で話
し合いアセスメントを行って
いる。

介護サービス計画を作成する
にあたっては、ご家族やご本
人の意向を反映する様、密に
連絡を取り、ミーティングで
のカンファレンスを欠かさ
ず、より現状に沿った計画を
立てる様にしている。必要な
場合は医師、ご家族にも参加
してもらい介護サービス計画
書を作成している。

介護計画は、６か月ごとのア
セスメントと１か月ごとのモ
ニタリングを基に、ユニット
ミーティングでカンファレン
スを行い、利用者・家族の要
望と医療関係者の意見を反映
して作成している。短期目標
は6か月、長期目標は1年ごと
に見直しているが、状態によ
り随時見直している。個人別
に介護計画のサービス内容
を、介護記録の予定・実施項
目に予め記載して、計画とケ
アの連動を図っている。
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取
り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

毎日の個別日常生活記録表に
記録する事により、情報を共
有でき、また、毎月のモニタ
リングを通じて見直しが必要
となった場合にはプランの見
直しを行い、プランに沿って
ケアを実践している。

モニタリングによって必要に
応じてプランの見直しを計画
作成担当者が行っている。

感染症対応により、地域とご
入居者様の交流は行えず。散
歩の機会で、地域の人との関
わりを持ち、地域に住んでい
る認識が深められるよう支援
している。
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

入居後もかかりつけ医への受
診を希望される方は、受診し
て頂いている。また協力医療
機関に掛かられる方は、定期
訪問や個別訪問等で適切な医
療を受けられるよう支援して
いる。

全員が、協力医療機関の内科
医、皮膚科医のいずれかをか
かりつけ医とし、内科は月2
回、皮膚科は月1回の訪問診療
を受診している。月１回訪問
診療時に薬剤師が同席してい
る。診療結果は、往診ノート
に記載して情報共有してい
る。歯科は、必要に応じて希
望者が訪問診療を受診してい
る。眼科や精神科などの専門
医の定期的な通院は、原則家
族が付き添っている。受診情
報は、家族から職員が聞き取
り、介護記録に記載して情報
共有している。

定期訪問・個別訪問時に往診
医と一緒に来てもらっている
ので入居者の状況は把握し共
有してもらっているため相談
できる体制にある。

感染症対応の為、入院中の見
舞いが行えないが、電話連絡
などで病状などを病院関係者
やご家族にお伺いして経過を
把握し、退院後のケアやホー
ムとしてのフォローをどの様
にすべきかも相談している。
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

入居時に終末期の事をお話
し、急変時救急治療に関する
確認書も交わす等ご家族・ご
本人の希望の把握に努めてい
る。心身の低下が激しい場合
は、ご家族、医師を含め対応
について何度も話し合うよう
にしている

入居契約時に「ターミナルケ
ア（看取り介護）に関する指
針」を説明し同意を得てい
る。 看取りは「看取り介護に
ついての同意書」で家族の同
意を得て実施している。看取
り介護計画書を作成し、家
族、医療関係者などと連携し
支援している。法人が看取り
に関するマニュアルを整備
し、研修を実施している。看
取り後に、管理者と職員で悔
いのないケアが出来たかの振
り返りを行っている。

避難訓練の際、消防署から緊
急時の訓練、応急手当、心肺
蘇生術、AEDの使い方等の指導
を受け勉強している。緊急マ
ニュアルも作成してあり、職
員がいつでも見れる場所に置
き迅速な対応が出来るように
している。
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35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難でき
る方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

年2回消防、避難訓練を実施
（9月・3月予定）している。
又、地域での訓練に参加し、
緊急時の協力もお願いしてい
る

夜間想定を含め、年2回防災訓
練を行っている。新型コロナ
禍以前は、町内会長や地域住
民も参加してもらっていた。
一方、地域の防災訓練には職
員が参加していた。家具や家
電などの転倒防止策は講じて
いるが、地震や水災を想定し
た防災訓練は行えていない。
災害用備蓄品はリストを作成
し、職員分も含めて3日分の食
料と飲料水を確保している。
ガスコンロやボンベなどの熱
源も確保している。

地震や水害が頻発していま
す。防災訓練は、火災のみな
らず、地震や水害を想定した
訓練を行うことが期待されま
す。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

ミーティングや研修で言葉使
いについて勉強し、職員同士
でも話し合い、再確認してい
る。敬語、居室訪問時のノッ
クなど、全員が入居者の方の
人格を尊重した支援を行うよ
うにしている

接遇・マナー研修と、個人情
報保護研修を年１回実施して
いる。利用者は、名字に「さ
ん」を付けで呼ぶこととして
いる。記録の際、利用者の名
前は、氏名の１文字目をアル
ファベットで記載し、記録す
る際は、周辺に十分配慮して
行っている。管理者は、職員
の会話が利用者を傷つけるこ
とがないか目配りし、気に
なった時は、確認する言葉か
けにすることや、言い換えを
するよう指導している。個人
情報が記載されている書類
は、施錠できるロッカーで保
管している。
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37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

買い物希望の方には一緒に
行ったり、入浴では自立入浴
が出来るよう支援している

入浴・食事・リビングでの過
ごし方等、ご本人の意向を大
切にし、ご本人の希望・生活
リズムに沿うように支援して
いる。

洋服のセレクトや髪のセット
（行きつけの美容院）、お化
粧はご家族、入居者にお任せ
している。ご自分で更衣が難
しい方にはご希望をお聞き
し、選んでもらっている。定
期的に訪問理美容も行ってい
る。
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かし
ながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

メニューにない食事の希望
は、昼食・おやつレクとして
希望を取り入れたり、食べや
すい食材の対応など努めてい
る。また、洗い物や食器拭き
等出来る範囲で入居者に手
伝ってらうようにしている。

専門業者の献立と食材を使用
して、職員が調理している。
パンが食べたいといった利用
者の希望は叶えるようにして
いる。利用者は、もやしのひ
げ取りや、下膳、食器拭きを
手伝っている。利用者の状況
に合わせ、トロミ・刻み・ミ
キサー食を提供している。ク
リスマスや、正月、雛祭りに
は行事食を提供している。誕
生日会にはケーキや和菓子を
提供して祝っている。食事レ
クリエーションでサンドイッ
チや、どら焼きを作り楽しん
でいる。

毎日の献立は外部に依頼して
いる。高齢者用のメニューで
あり、季節に合わせた食材を
活用し、バランスの取れた食
事になっている。水分量も
個々に記録し、本人の好みも
取り入れながら摂取しても
らっている

個々の状態に応じて、毎食後
口腔ケアを行っている。義歯
使用者は毎晩取り外し、洗浄
している。必要に応じて歯科
医に往診してもらい、口腔ケ
ア、治療をしている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

個別日常記録表で日々の排泄
パターンの把握を職員が共有
し、それに基づいて行ってい
る。排泄力が低下している方
でも、トイレ誘導し、清潔保
持に努めている。

各居室にトイレと洗面台が設
置されている。排泄は、介護
記録で排泄パターンや特徴を
把握し、定時誘導や利用者の
様子、仕草をとらえた随時誘
導を行ってトイレでの排泄を
支援している。誘導の際は小
声で話しかけるなど羞恥心に
配慮している。夜間対応は、
睡眠優先を基本としている
が、定時誘導など個人の特性
に合わせた支援を行うことも
ある。腰椎の圧迫骨折で２人
介助だった利用者が、１年半
かけて見守りによる自立排泄
が可能になった事例がある。

水分摂取量が不足しないよ
う、飲み物提供の工夫をして
います。便困状況に応じて、
医師と相談し、便秘の予防に
努めています。
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45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、
安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

基本的には週2回、体調を第一
に考えている。また、介助が
必要でなく、見守りで入浴可
能な方には、自立浴でゆっく
り入浴を楽しんで頂いてい
る。

原則週2回、利用者が希望する
午後の時間帯に入浴できるよ
うにしている。入浴の順番の
希望には応えるようにしてい
る。入浴を好まない利用者に
は、理由や背景を探り出し
て、入浴を促すよう取り組ん
でいる。体調の悪い利用者
は、シャワー浴や、足浴、清
拭で対応している。利用者
は、菖蒲湯、柚子湯や入浴剤
の湯を楽しんでいる。お気に
入りのシャンプーを使用する
利用者もいる。同性介助にも
対応している。

夜の早い方、遅く寝たほうが
良い方など、その方に合わせ
てお休み頂いている。昼間は
ご自分のベッドで休息される
方もいる

服薬ファイルを用意し、職員
は用法や内容変更など把握で
きるようにしている。毎日の
服薬は、服薬チェック表に
て、名前・数の確認を必ずし
ている

アセスメントにより、生活歴
や趣味などを個々に把握し、
歌や菜園など趣味活動を支援
したり、家事をして頂くなど
して日常を送って頂いている
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支
援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

四季折々に合わせた外出を行
い、楽しんでもらっている。
又、外出も入居者の希望をお
聞きし、全員で出かけたり少
人数で行ったりと、希望に応
じて出かけている。

天気の良い日には、車椅子の
利用者も一緒に、事業所から
20分圏内を散歩している。
ウッドデッキで外気浴や日光
浴を楽しむことがある。初詣
や、花見、紫陽花見学、紅葉
狩りに車で出かけている。職
員が、利用者の買い物に付き
添う個別支援を行っている。
新型コロナ禍以前は、家族の
支援で、墓参り、外食、買い
物などに出かける利用者がい
た。利用者の外出歴を散歩帳
に記載して把握し、利用者の
外出に偏りがないようにして
いる。

買い物時に希望をお聞きし、
代行するなどしている

入居者が希望された時ご家族
の了承を得た時間等に電話を
して頂いている。外部からの
電話の取次ぎは時間に関係な
くおこなっている。個人の携
帯電話をお持ちの方もいる。
手紙のやり取りは自由に出来
るよう支援している
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52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

共有の空間は全てゆったりと
した作りになっており、車椅
子の方でも自由に行き来出来
ている。季節の花や小物、飾
りにより、季節感が感じれる
よう工夫している。

リビングは、広くゆったりと
して採光もよく明るい。台所
は、対面キッチンで利用者の
様子を見守りながら調理がで
きる。温度・湿度管理は、床
暖房と加湿器で行っている。
新型コロナ禍で、換気には十
分留意している。リビングの
壁には、利用者と職員が作成
した、桜や紫陽花、七夕など
の折り紙の作品の他、利用者
の紹介写真を飾り付けてい
る。掃除は、朝を中心に職員
が行っている。

思い思いに過ごせるよう椅子
の配置を工夫したり、ソファ
を配置しくつろげる空間作り
をしている。

入居者が今まで家で使ってい
た家具や、食事に使用してい
た食器などをお持ち頂いてい
る。居室の配置もご本人、ご
家族が決めて入居されている

居室には、エアコン、クロー
ゼット、照明器具、防炎カー
テンの他、車椅子対応のトイ
レや洗面台が備え付けられて
いる。介護ベッドは、事業所
が手配している。テレビ、ぬ
いぐるみ、時計、タンス、椅
子、鏡などの馴染みの品や、
家族の写真、仏壇などの思い
出の品が持ち込まれ、個性豊
かな居室になっている。安全
対策として、家族の同意を得
て、離床センサーを使用して
いる利用者もいる。
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55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫して
いる

廊下や浴室には手摺り、シャ
ワーチェアーを配置してい
る。各居室には、ご本人の身
体状況に応じ、手摺りを設け
ている。又、居室入口は表札
を設け、居室が分かりやすい
様工夫したり、居室内のトイ
レも分かりやすいよう表示し
ている。






